	　テスト問題　問題用紙

	　科目：情報の科学　範囲：「情報の科学」第４章 p.89-108


１．問題解決について，（１）～（３）の各問いに答えなさい。

（１）問題解決のポイントは以下の二つである。①，②に当てはまる語を書きなさい。（２点×２）
・（ ① ）を把握し意識すること。
・それぞれの場面で（ ② ）を知ること。
（２）以下の図は問題解決の大まかな流れを示したものである。①～⑥に当てはまる語をア～カの中から選びなさい。（１点×６）
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ア）実行　　イ）新たな問題の発見　　ウ）原因の特定　　

エ）解決方法の決定　　オ）実行後の評価　　カ）問題の発見
（３）問題解決の具体的な実例をＡ～Ｆに示した。それぞれが(２)のア～カのどれに当たるかを選びなさい。（１点×６）
Ａ）ゴミ箱の中のゴミがいっぱいになり，あふれてきた。
Ｂ）どの程度ゴミが廊下に落ちているのかを調査し，分析する。
Ｃ）学校の廊下にゴミが多く落ちているので，ゴミの落ちていない廊下にしたい。
Ｄ）廊下にゴミが落ちていることはなくなった。
Ｅ）教室だけではなく，廊下にもゴミ箱を設置する。
Ｆ）廊下にゴミが落ちないようにするための解決方法を検討し決定する。
２．次の文章を読んで，（１）～（５）の各問いに答えなさい。

　問題の発見やその原因・解決方法について考えるときなど，多くの意見をあげてから検討し絞り込んでいくことがある。その際に，多くの（ ① ）を生み出す方法として，とくに複数人で考えていく場合には，ブレーンストーミングという技法が有効である。また，（ ② ）を用いた（①）整理法もある。この方法は，問題の（ ③ ）を明確にしたい場合や，メンバーの意見の（ ④ ）を把握したい場合などに有効である。

　問題を分解・整理していく場面での考え方の一つにMECEがある。MECEの応用として，ものごとを考える手法の一つに（ ⑤ ）がある。そして，（⑤）の一つにマトリックス図がある。また，枝葉が茂る木のような形にものごとを分解・整理していく技術を（ ⑥ ）という。そして，考えが進まなくなったら問題のとらえ方を変えてみることも大切である。
（１）①～④に当てはまる適切な語句をそれぞれア～エより選びなさい。（１点×４）
ア）関係性　　イ）全体像　　ウ）カード　　エ）アイディア

（２）⑤と⑥に当てはまる適切な語句をそれぞれ書きなさい。（２点×２）
（３）次の発言のうちブレーンストーミングのルールからはずれているものがある。ア～クよりすべて選びなさい。（完答４点）
ア）文化祭では食物の販売をしようよ。

イ）できるだけたくさんの種類の食物を販売したいな。

ウ）たくさんの種類は無理だよ。一つに絞らなくちゃ。

エ）それならドーナツでいろいろな味のものをつくろうよ。

オ）いろいろな味のものをつくるなんて現実的に無理だよ。

カ）それなら，わたしたちでつくるのではなくて，既製品を買ってきて販売したらどうかな。

キ）既製品を売るなんて意味ないだろう。

ク）そういうつまらない意見は出さなくていいよ。
（４）以下の文はMECEについて説明したものである。Ａ～Ｃに当てはまる適切な語句をそれぞれ書きなさい。（２点×３）

　MECEとは，（ Ａ ）のない項目で（ Ｂ ）することのない完全な（ Ｃ ）になるように，ものごとを分解しようという考え方のことである。これは特別なことではなく，何かをするときにほかの方法はないか考えるなど，普段の生活で行うこともある。

（５）⑥の特徴として適切なものをすべて選びなさい。（完答３点）
ア）問題の構造がわかりやすいが，因果関係がわかりにくい。
イ）論理の漏れや重複がないかを確認できる。
ウ）すべての項目がMECEとなっている。
エ）問題点を個別に検討できる。
オ）さまざまな要素を書き出すことを目的としている。

３．推論について，（１）～（２）の各問いに答えなさい。

（１）以下の推論の名称をそれぞれ答えなさい。（２点×３）
ア）前提となる複数の事柄から，一般化した事柄を導く推論。
イ）複数の前提から結論を導く推論。
ウ）説明のつかない事柄があったときに，それを説明する，ほかの説よりも有力な説を見つける推論。
（２）以下Ａ～Ｃの例文は（１）のア～ウのどれに当たるか，記号で答えなさい。（１点×３）
Ａ）わたしはお腹が痛い。きっと，今朝消費期限の切れた牛乳を飲んだからだ。

Ｂ）盲腸であればお腹が痛い。わたしはお腹が痛くない。よってわたしは盲腸ではない。

Ｃ）昨日も今日もお腹が痛い。きっと明日もお腹が痛いだろう。

４．次の文章を読んで，（１）～（４）の各問いに答えなさい。

　ブログやWebページなどインターネット上にある情報の（ ① ）を判断する際，その（ ② ）やＡ（ ③ ）を確認する必要がある。また，発信者の置かれた立場や状況によっては，必ずしもそれが事実とは限らない。さらに，Ｂ情報が誇張されているところ，曖昧なところ，論理的におかしいところがないか確認する。一つの（②）の情報で判断するのではなく，複数のWebサイトや書籍などから情報を収集し比較するなど，自分の得た情報が信頼できるものかどうかを見極められるようにすることも重要である。
（１）①～③に当てはまる適切な語句をそれぞれア～ウより選びなさい。（１点×３）

　　ア）情報源　　イ）信憑性　　ウ）更新日
（２）下線部Ａについて，その理由を 20字以内で述べなさい。（２点×１）
（３）下線部Ｂについて，その例を二つあげなさい。（２点×２）
（４）下のＡのグラフをＢのように加工した。このとき，情報の受け手にどのような印象を与えるか，20字程度で説明しなさい。（２点×１）


５．次の文章を読んで，（１）～（４）の各問いに答えなさい。

　（ ① ）調査とは，仮説の設定・検証，アイディア・コンセプト開発のヒントなどを目的に，少ない人数の対象者と直接対話し，意見などを聞くものである。また，（ ② ）調査では，調べたい事柄について数値としてデータを得ることもできる。（②）調査には全数調査と（ ③ ）調査がある。また，（①）調査や（②）調査では，協力者にはどのような（ ④ ）で実施するのかを明確にし，（ ⑤ ）の取り扱いについて伝える必要がある。
（１）①～⑤に当てはまる適切な語句をそれぞれ答えなさい。（２点×５）
（２）②の調査方法について，この調査の流れを示した次のア～キを，正しい順番に並べ替えなさい。（４点×１）
ア）アンケートの実施　　イ）調査目的の明確化　　ウ）アンケート項目の決定

エ）統計処理，分析　　オ）調査対象の決定 　　カ）調査方法の決定

キ）アンケート項目を決める試行調査

（３）③の調査方法を30字程度で説明しなさい。（６点×１）
（４）①の調査方法のメリットとして述べられているものを選びなさい。（３点×１）
ア）同じ内容の質問をたくさんの人に答えてもらえる。
イ）対象者と対面しているため表情などからも情報を得られる。
ウ）Webページを利用することがしやすい。
エ）臨機応変に質問内容を追加したり変更したりできる。

６．次の文章を読んで，（１）～（２）の各問いに答えなさい。
　データの散らばり具合は数値としても求めることができ，これを（ ① ）という。すべてのデータが平均値と同じであれば，（①）は（ ② ）である。また，（①）の正の平方根を（ ③ ）という。二つのデータの関係を調べるには，データの（ ④ ）を調べるとよい。（④）を図であらわしたものが（ ⑤ ）である。（④）関係を調べ，分析する際には，次の２点について注意しなければならない。１点目は（④）関係があるからといって（ ⑥ ）があるとはいえないことである。２点目はほかの変数を媒介とした（ ⑦ ）の可能性があることである。
（１）①～⑦に当てはまる適切な用語を答えなさい。（２点×７）
（２）次の文章は⑦の可能性があるとすると，どのようなことが考えられるか。40字程度で説明しなさい。（６点×１）

小学生の靴のサイズが大きくなるにつれて，算数の問題の正答率が上がる。
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	科目
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解答用紙（解答）
	科目
	情報の科学
	年　 組　 番 氏名
	　点

	範囲
	「情報の科学」第４章 p.89-108
	
	


	１
	（１）
	①

問題解決の流れ
	②

効果的な方法

	
	（２）
	（① カ ）→（② ウ ）→（③ エ ）→（④ ア ）→（⑤ オ ）→（⑥ イ ）
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エ

	２
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	（２）
	⑤

フレームワーク
	⑥

ロジックツリー

	
	（３）
	ウ，オ，キ，ク



	
	（４）
	Ａ
漏れ
	Ｂ

重複
	Ｃ

集合

	
	（５）
	イ，エ，オ

	３
	（１）
	ア
帰納
	イ
演繹
	ウ
仮説形成

	
	（２）
	Ａ

ウ
	Ｂ

イ
	Ｃ
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	４

	（１）
	①
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	②
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	（２）
	情報がいつ書かれたものか確認ができる。

	
	（３）
	（例）英会話教材ですぐに英語で会話ができるようになるという広告。

	
	
	（例）学校で数人にインタビューした結果を生徒の総意として発表する。

	
	（４）
	Ｂのグラフでは，数が増えているように見える。

	５
	（１）
	①

インタビュー


	②
アンケート

	
	
	③
標本
	④
目的

	
	
	⑤
個人情報
	

	
	（２）
	（ イ ）→（ オ ）→（ カ ）→（ キ ）→（ ウ ）→（ ア ）→（ エ ）

	
	（３）

	母集団の中から，一部を無作為に抽出して調査対象者とする調査のこと。

	
	（４）
	イ，エ

	６
	（１）
	①

分散
	②

０

	
	
	③

標準偏差
	④

相関

	
	
	⑤

散布図
	⑥

因果関係

	
	
	⑦

擬似相関
	

	
	（２）
	年齢が高いほど靴のサイズが大きく，算数の学習が進んでいるということ。
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